
 

 

日 時 ：202４年 6 月 13 日（木）・14 日（金） 

場 所 ：大学入試センター（対面）（東京都目黒区駒場 2-19-23 駒場東大前駅より徒歩 6 分） 

参加費：2,000 円 定員：36 名  

対象者：大学入試担当のアドミッション・オフィサー，職員，教員 

又は CBT を用いた入試に関心がある大学関係者 

 

プログラム 

 

【202４年度】大学入試センター・アドミッションリーダー研修 

体験しよう！ Ｃ Ｂ Ｔ 

10：00～11：30  演習②（モバイル端末管理編） 

  「端末管理と環境配布をやってみよう 

   どんな環境で CBT の試験を受けてもらえばよいか」 

【寺尾尚大（大学入試センター研究開発部准教授）】 

11：30～１2：4５  (昼食休憩) 

12：45～14：15  演習②の続き（遠隔試験編） 

1４：15～1４：２5  (休憩) 

1４：２5～17：15 グループディスカッション② 

・ 「演習を踏まえてグループディスカッション①を再検討」 

・ 総評 

６月１４日（金） 
13：０0～13：1５  趣旨説明 

13：15～14：２５  グループディスカッション① 

「入試への CBT の導入目的と検討事項」 

14：25～14：35  (休憩) 

14：35～１7：0５  演習① 

  「国際標準規格に準拠した CBT を用いた 

   試験作成の体験」 

【宮澤芳光（大学入試センター研究開発部准教授）】 

６月１３日（木） 

下記ＵＲＬにて申込方法をご確認下さい。なお、事前課題・事後課題が課されます。（※参加申込は 5 月 17 日（金）締切） 
https://www.dnc.ac.jp/research/koukai/ 

＊5 月 22 日（水）以降に受講者決定の連絡をいたします。応募人数が多い場合は、お断りすることがあります。 

（お問合せ）独立行政法人大学入試センター koukai＠cen.dnc.ac.jp 

趣旨 
  Computer Based Testing(CBT)とは、コンピュータで試験問題の配信や解答の回収を行うテストのことです。 
CBT は、国家試験などのハイステークスなテストで導入が進んでおり、一部、個別大学の大学入学者選抜でも導入されて
います。CBT には様々な利点がある一方で、CBT の特徴を生かした試験問題の作成の困難さや、均質で質の高い受験 
環境の構築の難しさにより、ペーパーテストの方が普及しています。 

本研修では、CBT を用いた試験問題の作成や受験者端末の設定の体験を通じて、参加者が大学入学者選抜への CBT

導入に向けた論点を整理し、CBT 導入に向けて主体的に行動できるようになることをめざします。 

＊演習用端末は大学入試センターが用意します。なお、演習ではサポーターが参加者をサポートします。 



研修概要 
「国際標準規格に準拠した CBT を用いた試験作成の体験」：宮澤 芳光 

  本演習では、国際標準規格に準拠した CBT プラットフォームである TAO を紹介します。TAO は 

オープンソースであり、試験問題を作成したり、試験を受けるための環境を各機関で構築できます。 

ここでは、TAO の操作を実演し、どのような試験問題を出題できるかを具体的にご紹介します。 

＊参加者の皆様が TAO の操作を体験できるよう、本演習ではログインアカウントを事前に配布します。 

 

「端末管理と環境配布をやってみよう どんな環境で CBT の試験を受けてもらえばよいか」：寺尾 尚大 

  前半は、大学が CBT 用の受験者端末を保有するシナリオを取り上げ、モバイル端末管理ツールを 

使用して試験に必要な環境設定をインターネット経由で配布する方法を学びます。 

  後半は、遠隔での CBT を想定して、さまざまな受験環境のポリシーにあわせた環境設定用のファイルを 

受験者端末に配布する演習を行います。遠隔 CBT 演習では、Zoom の起動のみを例外的に許可した上で 

ロックダウンブラウザを使用する体験も行います。 

  これらの演習を通じて、受験者にどのような CBT の受験環境を提供したらよいか、理解を深めます。 

 

グループディスカッション①・②「入試への CBT の導入目的と検討事項」 

  本研修では、グループディスカッションを２回に分けて行います。グループディスカッション①では、 

事前課題で各参加者が考えた所属機関における CBT の導入目的（例：プログラミング問題など、 

ペーパーテストでは難しい形式の出題をするため）と CBT 入試実施時の検討事項や課題をグループ内で 

共有し、様々な考え方を聞くことで視野の拡大をめざします。グループディスカッション②では、2 つの 

演習での学習事項を踏まえ、事前課題で考えていた CBT の導入目的、検討事項・課題について、具体的な 

検討を深めます。 

 

参加申込みについて 

※原則として先着順としますが、勤務先での役割やこれまでのご経験等をもとに調整させていただくことがあります 
ので、ご了承下さい。 

※参加費の振込に関する詳細は、参加確定のお知らせとともにお伝えします。 
※いただいた情報は、当該研修の受講、研修後の連絡、次回のシンポジウムや研修のご案内、及び当センターが実
施する研究に関わる用途以外には使用いたしません。取扱いには十分注意し、個人情報の保護に関する法律その他
の関連法令を遵守し厳重に管理いたします。 
※現在、宿泊費が高騰しております。遠方から参加される方はお早めに宿泊予約されることをお勧めします。 
 

ご参加の際の留意点 

・本研修の内容の録画・録音は禁止いたします。 

・本研修は、記録、研究や報告等のため録画を行うことがありますので、ご了承下さい。 

・事前課題の提出、研修当日の参加、事後課題の提出を確認後、修了証明書を事後に発行します。 

・課題内容については、参加者決定後にお知らせします。 

・キャンセルされる場合は必ず次のメールアドレスまでご連絡下さい。 koukai@cen.dnc.ac.jp  


